
・電力貯蔵設備の設置 
　現在建設中の今井及び野庭（仮称）配水池にナトリウム・硫黄（NaS）電池を設置し，夜間電力で充電をして，
蓄えた電力を昼間使用することによって，電力ピークカットによる電力料金の節減と環境負荷の軽減を図ります。 

・高効率浄水技術の調査研究 
　大規模な浄水場における次世代浄水処理技術として，省エネルギー型の膜処理技術の調査研究を行います。 

・ 太陽光発電システム  
　12・13年度に引き続き，小雀浄水場のろ過池に太陽光パネルを設置し，太陽光発電を行うことにより，場
内の事業用電力として有効利用します。また，環境保全に配慮し，太陽光発電を利用した各種研究を行います。 

・ 日照調整フィルム  
　日光を遮るフィルムを庁舎の窓に貼り，冷暖房電力の削減を図ります。 

そのほか，NOx等の削減効果のあるハイブリット車の導入なども進めていきます。 

14年度の環境保全の新しい取組み 

環境保全への取組例 

横浜市水道局横浜市水道局  横浜市水道局 

〔表-3〕　環境保全への取組みによる経済面での効果 

※(1)リサイクルにより得られた収入額は，不用品や発生土などの再利用により得られる収入額を計上しました。  

※(2)省エネルギー等による費用削減及び(3)リサイクルに伴う廃棄物処理費用等の削減は，環境保全への取組みのうち，経済的な効果 

　がある事業について，14年度予算計上にあたり節減できた金額を計上しました。 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 水道局キャラクター 
はまピョン 

水源かん養林の機能 

　道志川が流れる山梨県南都留郡道志村。

丹沢山塊を北側に越えたこの村に，横

浜市水道局が経営する水源かん養林が

あります。 

　水源林にはいろいろな機能があります。

そのうち，水に関係することとしては，

「水を蓄える」「水を浄化する」「洪水を

防ぐ」という３つの働きがあります。 

（１）リサイクルにより得られた収入額 

（２）省エネルギーなどによる費用削減 

（３）リサイクルに伴う廃棄物処理費用などの削減 

計 

金　　　額（千円） 

6,480 

590,405 

620,577 

1,217,462

項　　　　　　目 

横浜市水道局　経営企画課 
電話番号　045-671-3066　　　ﾌｧｯｸｽ番号　045-664-6739 

ホームページ　http://www.city.yokohama.jp/me/suidou/index.html

平成14年度予算版 

環境会計 環境会計 環境会計 

　横浜市水道局は，次のような考え方で平成14年度版環境会計を作成しました。 
（1）　事業活動に伴って発生する環境負荷の実態を正しく把握するため，水源から蛇口まで

の流れの中で二酸化炭素（CO2），窒素酸化物（NOx），そして硫黄酸化物（SOx）がどれだ
け排出されているかを計算しました。  

（2）　環境保全事業の効果について，できるだけ客観的な数値とするために，実質的に発生
する環境保全効果を分析しました。また，事業内部の経済的効果を分析することとし，
外部における経済的影響は計上していません。  

（3）　水道事業及び工業用水道事業の経費のうち，環境保全にかかる経費を分析して，環境
省の「環境会計ガイドライン」に準拠した形式で計上しました。  

（4）　14年度予算版においては，最新の排出係数を使用するなどの見直しを行っています。
また，これに合わせて正確な比較をするために，13年度の数字を一部修正しています。 

青山水源事務所



〔表-2〕　環境保全効果 〔表-1〕　環境保全コスト （単位：千円） 

　起伏の多い横浜市の地形
上の特性から，水を押し上げ
るためのポンプや，設備の動
力源などに電気を多く使用
します。 
　浄水場では薬品を使用し
て泥などの濁りを取除き，そ
の後，塩素消毒を行います。
取除かれた泥は，都市ガスで
乾燥をして，園芸土などに再
利用します。 
　軽油・灯油などは自家発電
設備や工事等で使用します。 

　14年度予算では，給水量
1m3あたりのCO2排出量は
約0.16kgになります。1世
帯あたり1ヶ月の平均使用水
量は約17m3ですのでCO2
に換算すると，年間約33kg
となります。 
（自動車1台は年間約2,990kg）
 水道局では，このCO2の
排出量を減らすよう，今後も
努力いたします。 

浄水場～蛇口まで 
 
電　気　　　　　　75,810,989kwh 
軽　油 　　　 　　　　669,000㍑ 

総排出量 
 

(t/年)

単位水量 
当たり排出量 
(g/m3)

排出物質 

CO2 

NOx 

SOx 

 

28,832.52 

32.62 

5.60 

 

64.32 

0.08 

0.01 

 

年間使用量 
 
電　気　　　　　 159,051,767kwh 
軽油･灯油など　　　　 730,936㍑ 
都市ガス　　　　　　  104,838ｍ３ 
ポリ塩化アルミニウム　　6,725 t 
次亜塩素酸ナトリウム　　8,194 t 
　　　　　　　　　　　　　ほ　か 

総排出量 
 

(t/年)

単位水量 
当たり排出量 
(g/m3)

年間排出物質 

CO2 

NOx 

SOx 

 

66,280.28 

49.75 

57.25 

 

156.63 

0.13 

0.14 

 

取水～浄水場まで 
 
電　気　　　　　　69,545,478kwh 
軽油･灯油　　　　　　　14,555㍑ 
ポリ塩化アルミニウム　　　155 t 
次亜塩素酸ナトリウム　　　260 t 
　　　　　　　　　　　　　ほ　か 

総排出量 
 

(t/年)

単位水量 
当たり排出量 
(g/m3)

排出物質 

CO2 

NOx 

SOx 

 

25,013.07 

7.16 

5.76 

 

60.46 

0.02 

0.01 

 

投　入（インプット） 
 
　川から取り入れた水は浄水場でろ過・
殺菌し，水道水として蛇口まで届きま
す。その間に電気や薬品などを使用し
ます。 

排　出（アウトプット） 
 
　電気や薬品などは，作られる過程で，
二酸化炭素，窒素酸化物，硫黄酸化物 
などを排出します。 
 
　　　　CO2：二酸化炭素 
　　　　NOx：窒素酸化物 
　　　　SOx：硫黄酸化物 

浄水場 
 
電　気　　　　　　13,695,300kwh 
軽油･灯油など　　　　　47,381㍑ 
都市ガス　　　　　　  104,838ｍ３ 
ポリ塩化アルミニウム　　6,570 t 
次亜塩素酸ナトリウム　　7,934 t 
　　　　　　　　　　　　　ほ　か 

総排出量 
 

(t/年)

単位水量 
当たり排出量 
(g/m3)

排出物質 

CO2 

NOx 

SOx 

 

12,434.69 

9.97 

45.89 

 

31.85 

0.03 

0.12 

 

年間給水量　448,220,000m3
 

水道事業における排出物質フロー 

平成14年度予算　環境計算書 

水道事業活動に付随して生じる環境負荷は，事務所などの電灯や車両の燃料などから発生す
るものです。 

（1）水道事業における環境負荷の前年度比較 

内　容　（単位：t／年） 
環境負荷物質量 

平成14年度 
66,280.28 

49.75 

57.25 

3,852.90 

4.30 

0.73

CO2排出量 

NOx排出量 

SOx排出量 

CO2排出量 

NOx排出量 

SOx排出量 

平成13年度 
68,735.46 

53.69 

52.69 

4,092.52 

4.53 

0.76

増△減 
� △2,455.18 

△3.94 

4.56 

�    △239.62 
△0.23 

△0.03

水源から蛇口までの水道事業 
本来の活動で生じる環境負荷 

水道事業活動に付随 
して生じる環境負荷 

環境負荷を削減する作用がある事業とそれに伴う削減量を計上しました。 

（2）環境負荷物質の削減量 

主　な　項　目 

�            503 

�      19,800 

4,846

平成14年度 
環境負荷削減量 

漏水防止に伴うCO２排出防止量　（t-CO２／年）  
（1年間で漏水を防止する水道水に相当する量) 

水源かん養林によるCO２吸収量　（t-CO２／年） 

浄水汚泥の再利用量　（Ds-t／年）  
（浄水過程で出た泥は，加工後，園芸土や工事埋戻し用の土になります。） 

分　類 
 

主な取組みの内容 
 費用額 

639,705 

729,263 

785,976 

2,154,944 

 
165,603 

100 

96,000 

25,588 

0 

 

1,287 

0 

0 

0 

0 

 

166,890 

100 

96,000 

25,588 

0 

 

179,210 

0 

9,000 

26,618 

0 

 

1,291 

 0 

 0 

 0 

0 

 

180,501 

 0 

9,000 

26,618 

0 

 

△13,607 

 100 

87,000 

△1,030 

0 

 

△4 

 0 

 0 

 0 

0 

 

△13,611 

 100 

87,000 

△1,030 

0 

 

208 

383,701 

576,140 

960,049 

 

639,913 

1,112,964 

1,362,116 

3,114,993 

 

3,403,571

投資額 

平成14年度 

計 費用額 

497,334 

635,991 

838,518 

1,971,843 

 

208 

137,268 

689,857 

827,333 

 

497,542 

773,259 

1,528,375 

2,799,176 

 

3,015,295 388,276

投資額 

平成13年度 

計 費用額 

142,371 

93,272 

△52,542 

183,101 

 

投資額 

0 

246,433 

△113,717 

132,716 

 

計 

142,371 

339,705 

△166,259 

315,817 

 

対前年度増△減額 

(1)水源から蛇口までの水道事 
　 業本来の活動で生じる環境 
　 負荷を抑制する環境保全コ 
　 スト 
　 　(事業エリア内コスト)

(2)事業活動に付随して生じる 
　 環境負荷を抑制するための 
　 間接的なコスト 
　 　(上・下流コスト) 
 
(3)管理活動における環境保全 
　 コスト(管理活動コスト)
(4)研究開発活動における環境 
　 保全コスト(研究開発コスト)
(5)社会活動における環境保全 
　 コスト（社会活動コスト） 
(6)環境損傷に対応するコスト 
　 （環境損傷コスト） 

再生紙の使用など 

環境保全をテーマにした職員研修 
など 
省エネ型膜処理技術の調査研究 
など 

水源かん養林PR

環境汚染の原因者となったときの 
損害賠償金など 
 

合　　　　計 

�公害防止コスト 
・浄水場の排水処理 
・廃棄物処理　　　など 

�地球環境保全コスト 
・水源かん養林の維持管理 
・NaS電池の設置　など 
 �資源循環コスト 
・浄水汚泥の再利用 
・漏水防止作業　　など 
 

小　　計 

内
　
　
　
訳 

水道事業及び工業用水道事業の平成14年度予算に盛り込まれている環境保全関連経費を計上しました。（金額は税込み） 
費用額には経常的経費における対象経費を，投資額には建設改良費などの投資的経費における対象経費を計上しました。 
平成14年度予算における環境保全関連経費は，約34億円，予算総額（約1,350億円）のおよそ2.5％に相当します。 

CO2削減量約23,000t（�＋�＋�＋�）は，自動車の排出するCO2に換
算すると約7,700台分の効果があります。 

宮ヶ瀬ダム 宮ヶ瀬ダム 
配水ポンプ場 配水ポンプ場 水路橋 水路橋 


